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人工知能を用いた統合的ながん医療システムの開発
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電子カルテ・臨床情報

メディカルAIの展開

疾患のオミックス解析

疾患の原因解明
治療法開発

バイオマーカー同定
診療支援カルテ

自然言語処理

知識データベース

Deep learning Deep learning

画像診断AI機器

医療画像
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内視鏡
システム

キャプチャー
デバイス

解析用PC

各フレーム画像に対して、腫瘍の有無、
腫瘍箇所/大きさを推定し、出力画像を生成 腫瘍箇所を円で表示

30FPS

深層学習を活用した大腸がんおよび前がん病変発見のための
リアルタイム内視鏡診断サポートシステムの開発

(例) 開発したシステムによる病変発見

＋

⇒構築したリアルタイム病変発見システムの精度を更に向上させ、
1) 質的診断、2) 転移予測、3) 予後予測へと発展させる。具体的には
画像強調内視鏡やCT、体細胞変異などのマルチモーダルな情報を統
合して解析するエンドミクス、エンドゲノミクス解析を行う。同時
に、内視鏡検査のリアルタイム遠隔支援の可能性を探るため、ネッ
トワーク上で実装できるシステムの構築を目指す。

リアルタイムフィードバック
（約0.3秒以内）
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解剖・臓器レベルの情報に対する解析の成果の一例

• 転移性脳腫瘍に対して腫瘍部位を自動的に認識し、その経時的な変化をRadiomicsと呼ばれる特徴ベクトルを
用いて数値的に表現するシステムを開発した。

• 同様のシステムを肺癌において構築することで、臨床的転帰を放射線
画像に基づいて自動解析することが可能になる。

本システムを発展させることが出来れば、
治療効果判定の自動化が可能

自動検出された転移性脳腫瘍
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アノテーション
システム

PACS

モダリティ

NEXUS

DICOM

DICOM

DICOM

動画

動画サーバ

内視鏡

レポート

電子カルテ

DICOM
画像

臨床情報

Non-
DICOM
画像

統合
データベース
システム

その他
（アノ
テーショ
ン情報な
ど）

匿名化Gateway
臨床情報

テキスト

画像情報

JPEG, PNG, etc.

オペレーター

Vendor Neutral Archive（VNA）
全タイプのデータを保存可能

AI解析

病院内に統合データベースを構築し、
匿名化Gatewayを介して研究所へ
データを転送、解析結果は同じルー
トで戻すことを想定したシステム構
成図

セキュアネットワークの構築

NEXUS New 
レポートシステム リモートアクセス等の検討

Query

Get

ネットワーク及びデータベース構築に関する国家的戦略の重要性
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